
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順事業実施主体
【共創プラットフォーム】里山地域の交通課題解決に向けた
ビジネスモデル構築人材育成事業
【事業主体】株式会社 能勢・豊能まちづくり
【構成員】日の丸ハイヤー株式会社

阪急バス株式会社
能勢町

活動分野︓観光交通の拠点間移動を確保するための共創的地
域交通ビジネスモデル事業計画策定
人材育成対象者︓町内の運輸事業者、観光関連事業者
形式︓ワークショップおよびヒアリング
実施内容︓ワークショップによる具体的な事業計画の策定と
ヒアリング等によるその仮説検証プロセス
習得スキル︓持続的、共創的、かつ具体的な交通ビジネスモ
デルを構築するための事業計画の策定スキル

策定した事業計画をもとに、2024年度以降、実証的に事
業を運営することを目指す。また、将来的には能勢町の脱炭
素化計画に鑑み、移動機関の電動化や再生可能エネルギーと
連動したエネルギーマネジメントとの協調も視野に入れる。

能勢町には鉄道駅がなく、路線バスも経営難から減便を余
儀なくされている状況である。地域の観光業（飲⾷店等）へ
の影響や⾼校への通学課題といった地域の内外の移動・交流
⼿段の途絶に対する懸念が増加される。

里山地域の交通課題解決に向けたビジネスモデル構築人材育成事業（大阪府能勢町・豊能町・兵庫県川西市・猪名川町）

大阪府能勢町、大阪府豊能町（妙見口駅等）、兵庫県川西
市（山下駅等）、兵庫県川辺郡猪名川町（日生中央駅等）

事業スケジュール

①能勢町の交通政策担当者、専門家等を講師として迎え、
座学による情報基盤の共有を図る。
②地域の観光事業者と交通事業者による事業構築ワーク
ショップを2～３回程度開催し、ブレインストーミングに
よるアイディア出しと、事業モデルの仮説構築。
③構築した仮説について、主たる利用者（都市住民・若者
等）へのヒアリングや専門家等からのフィードバックを通
じて、事業計画の検証とブラッシュアップ。
④結果を踏まえ資金計画も含め事業計画案を作成。

■仮説検証(ヒアリング/アンケート)

■資金計画策定プログラム

■実績報告
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■座学講習

■事業構築ワークショップ(3回程度)
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